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1 は じ め に

イネいもち病真性抵抗性遺伝子′ル座には、複対立遺

伝子P′′ s、 ′′κっ、′″.′′■つ,ル″効の存在が明らか
にされており、青森県農試藤坂支場 (現青森県農林総研

藤坂稲作研究部)育成の水稲品種「ムツニシキ」は、ベ
トナム品種「Tc tepJに出来するPル カを保有すること
が報告されている

1)。
青森県では、「ムツニシキJ由来

のP′κ―力を保有すると推定される品種・系統が多数育成

されており (表 1)、 これらは、噴霧接種による遺伝子

型の検定では′ゴκと区別ができないため、便宜上′′″と表

記されてきた。しかし、葉いもち圃場抵抗性検定では、

′′■を保有する品種・系統とは明らかに発病程度が異な

る場合があり、いもち病菌株に対する反応の特異性が示

唆されていた。ここでは、′′′効を保有すると推定され

る品種・系統の菌株に対する反応について、2004年から

2005年度に行った試験をとりまとめたので報告する。

2試 験 方 法

(1)噴霧接種法による幼苗期の抵抗性検定
試験年次 :2004年及び2005年

使用菌株 :表 2に示した 7菌株
反復数 :1(長 69150、 TH68 126、 TH68 149、 研6019)
及び2(大 52、 愛79142、 Mu 183)
(2)畑晩播法による葉いもち圃場抵抗性検定
1)菌株大52感染圃場
試験年次 :2004年、播種月日 :6月 8日
播種密度 :1条に約150粒播種 (条長50cm× 条間10cml
反復数 :1(表 3の供試品種・系統)及び4(表 4
の供試品種 系統)
施肥量 (成分,g/121):基肥N、 P205K20各 30、 追肥N
15(5gずつ 7月 1、 12、 21日 に分施)
感染方法 :自 然発病していないことを確認し、 7月 1
日に予め菌株大52を接種し発病させた罹病苗 (「ほしの
ゆめ」)を周囲の感染源 (「五百万石」)に配置し、更に
7月 5日 に細断した罹病苗を試験区全体に散布した。
調査方法 :畑苗代における葉いもち抵抗性調査基準
(0-10)に従い、 7月 21、 23、 27、 30日 に発病程度を
達観で調査した。
2)菌株Mu 183感 染圃場

試験年次 :2004年、播種月日 :6月 9日
(その他の耕種概要は1)と同じ)

感染方法 :自 然発病していないことを確認し、 6月 29
日に予め菌株Mu 183を接種し発病させた罹病苗 (「ほしの

ゆめJ)を周囲の感染源 (「ほしのゆめ」)に配置し、更に7

月15日 に細断した罹病苗を試験区全体に散布した。
調査方法 :7月 27日 、8月 3、 9日 に発病程度を達観
で調査した。発病程度は3回調査の平均値で示した。

3 試験結果及び考察

噴霧接種により幼苗期の抵抗性検定を行った結果、供

試 7菌株においてP,■を保有する品種・系統と′″ 力を保
有する品種・系統間には反応の差は認められなかった

(表 2)。 しかし、両遺伝子型に対し罹病性反応を示す

2菌株を用い、葉いもち圃場抵抗性検定を行つた結果、

菌株によりみkを保有する品種・系統と′

“

ラを保有する

品種・系統間の反応が明らかに異なった。菌株大52を
用いた場合、′′′を保有する品種・系統ではS病斑の形
成と進展がみられたが、P′′―力及びP′″物を保有する品種
・系統では、抵抗性的な反応を示し、S病斑は形成され
るが進展が止まり褐点が目立った。一方、菌株Mu 183を

用いた場合では、P′κ力及び′″物を保有する品種 系統
でもS病斑の形成と進展が見られた (表 3)。 このため、
両検定圃場間では、抵抗性評価が大きく異なり、′慮型

の基準品種「サカキモチJを「やや強J、 「ふ系69号」を「弱J

とした場合、P′′Jを保有する品種・系統及び「ヒメノモ
チ」(PDは、Mu 183感 染圃場では「やや弱」～「やや強」と
評価されたが、大52感染圃場ではすべて「極強Jと 2ラ
ンク以上強く評価された (表 4)。

以上の結果から、みI効を保有する品種・系統につい

て葉いもち固場抵抗性を検定する場合には、幼苗期に罹

病性反応を示しても、圃場抵抗性検定時には葉齢が進展

するに従い抵抗性的な反応を示す場合があるので、菌株
に親和性があることを確認して評価する必要がある。ま

た、系譜上だけでは′ル /2の有無を推定できない場合や、
P″型かP′′/1型か噴霧接種で遺伝子型が推定できない場

合は、菌株大52感染による圃場抵抗性検定でP′κ―力を保
有する品種・系統が抵抗性的な反応を示すことから、
P′■力保有の有無を推定できる可能性が示唆された。し

かし、′ノ″切型も同様な反応を示すため (表 3)、 「ヒメ
ノモチ」のように抵抗性的な反応を示す品種については、

更に′′■力型かP′■動型かを確認する必要があると考えら

れた。

4 ま  と  め

みκ力を保有する品種・系統は、今回の 7菌株を用い
た噴霧接種による幼苗期の抵抗性検定では、′ノイを保有
する品種・系統と抵抗性反応に差は認められなかった

が、葉いもち圃場抵抗性検定では、菌株により反応に特

異性が認められた。よって、P′′力を保有する品種・系

統について葉いもち圃場抵抗性を検定する場合は、菌株
にイネに対する親和性があることを確認して評価を行う
必要がある。
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1「ムツニシキ

地方番号  品種宅 対1薇

青系85号  むつかおリ ムツニシ
～
/ふ系104号

青系96号  つがるおとめ 奥羽305影/青系85号
ムツニシ
～
/ふ系104号″藤″9  a k

ふ系12"影/ふ系126号      k
東北130影/ふ系126号〃ふ系123号 k

青系89号/ふ系127号       a k
秋田31号/ふ系137号″むつめおり a i k
庄内32号/ふ系137号″むつめおり a k

a  k

a  k
a  k
a   k

a   k

:   k

庄内32号/北陸128号″むつかT・りa i k
庄内32号/北陸128号〃″ ,力おりa k

ふ系127号

ふ系148号

ふ系162号

ふ系154号

ふ系164号

ふ系165号

蘇 1661ナ

ふ系187号

ふ系189号  駒の舞

S

S
S

S

S
S

R    R    R
―    S    ―
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地方番号 品種洛 組合せ
抗性歯云子抗性超云子

青系99号

青系106号

青系襦107号

青系108号

脊系110号

青系112号

■系113号

青系116号

青系117号

青系123号

新2号

愛知旭

藤坂5号
ツユアケ

フクニシキ

ヤシロモチ

PI No 4

とりで1号

K60
BLl

ムツニシ
～
/青系85号

ふ系127影/むつかおり

ふ系輛133影/むつめおり

むつ力おり/サトホナミ
庄内32影/青系96号

東北136影れ奏たこまち

東北136影/奥羽312号

慶 た まち/むつかおり
山形45影/ふ系164号
山形40影/ふ系164号

S

S
S

R
S
S

nb
″

財 初

厖

′】′′

月を∂フ
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R
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R

東北143影/青系96号

青系150号        秋田58影イ青系123号      i k

又は      抵抗性  長69 150 TH68 126 TH68 149研 60-19 大52 愛79 142 Mu 183
系統え     遺伝子型  1007) 0331) (0351) 03つ   0371) 10370 13373)
関東51号     鰍
K3        Prrう

R S S S S S S
R   S   S   S  S(病 斑少)S(病斑少) S

ふ系IL9号 πら″

ムツニシキ    22,″ ラ   R    S    R    S    S    S    S
駒の舞____型塾遇L躍」=_R   R   R   S   S    S   S

R

+(′″‐)  S    S S

S
S

S

S

R
R
R
R
R

R

S

R
S

R
R
R
R

R

S S S S
R  R褐 鶯   R  K褐 点)
R  K褐 鶯   R   S
R R R M

表3 検定回場における判別品種の発病程度
品種名  推定真性  感染菌株 (レース)
又は   抵抗性 大52備考 Mに 183
系統名  遺伝子型 (0371)   (3379
K3    を ■  24 褐点  35
新2号   +(2‐ ) 54      35

り分譲を受けた罹病稲株から単胞子分離して得た菌株

63
40

サカキモチ  λ%″  38 3947 51 44(や や強)
ふ系69号   ″   42478396 67 (弱 )

ふ系IL9号   月ら/″  38394954 45(や や強)

俵
`」
%々型及び秘■腿聾面野係統の圃場における発病程度と抵抗性評価

品種名   推定真性      大5210371)       Mビ 183(3373)
又は    抵抗性     発病程度    評価 備考  発病  評価
系統洛   遺伝子型 7/217/237/277/30平 均        程度
L21ノモチ

タツミモチ

ル   20202324 22 極強 褐点  33 やや強
zを   36364348 41 やや強 34 やや強

33(やや強)
60 (弓弓)
40   中

ほしのゆめ_2,′aノン 4o 55 80 89 67  号弓  ___ .51 ti里
=ムツニシキ  η

・
 25 25 29 33 28  極強 褐点  53 やや弱

むつかおリ ル.″■ 20202324 22 極強 褐点  43  皇
ふ系IL2号  ル,″■ 21 202021 21 極強 褐点  34 やや強
つがるおとめ 晟ジ,″■ 23242428 24 極強 褐点  39  皇
駒の舞   腸,ュ″■ 23242630 2o 編1台 褐点__4■

=量
墨曇奥

2´   36414955 45 やや強

愛知旭   ル   75
藤坂5号   〃   58
関東51号  ″   42     35
ツュアケ  ″ ‐   29 褐点  50
フクニァヽ   2多   00      00
ヤンロモチ  aa  00 褐点  43
PI No 4     ″2-2    00            00

とりで1号  ル ■  00      00
BL1      2ι     00       30

ま|ヽひめ

青系84号  む
`こ
まち ムツニシ

～
/ふ系104号

潔》ETi農林22号/パe■ノ´農歳 2号

注2)評価の_は、菌株間で2ランク以上評価に差がみられたもの
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38 中～やや強


